
Experiment-A2 

楽曲作成の実験A

作曲の例、コード生成の手順



トップ画面



ユーザ pi2 を選択



画面サイズの選択で Middle をクリックします。



[開始します。 Directory名、File名を入力すると次回も
Begin] ボタンで同じファイルの利用ができます。



メイン画面 トップ



４．作曲手順の例

Conductor をクリック

Conductor Staff
コンダクター・スタッフ・
ファイル表示



４．作曲手順の例

Conductor をクリック

Conductor  Staff
スクロールしました



４．作曲手順の例

Conductor staff
拡大しました
左は上部、
右は下部です。



４．作曲手順の例

Conductor staff

テンポ、拍子を
設定します。

全音符を生成し
ます。

上記、先頭文字
の空白を消去し
て「meb/000]
をクリックして
実行します。



[meb/000] をクリックすると
各小節に4分音符が生成されます。
テンポは、 _/ = 60 ですので、
タイムコードの時間表示は１小
節で4秒経過します。

Conducter Staff



Conducter Staff

コード進行を入れる
ここでは、例として
ystcpj.datの
Yesterday_Once_More
を使います。

#start chord_progression
を設定して [meb/000] ボタ
ンを実行します。

開始コードを記入します。
ここでは、I のトニック
コードからスタートしま
す。



Conducter Staff

コード進行を入れる
ここでは、例として
ystcpj.datの
Yesterday_Once_More
を使います。

#start chord_progression
を設定して [meb/000] ボタ
ンを実行します。

開始コードを記入します。
ここでは、I のトニック
コードからスタートしま
す。

コード進行が作成されまし
た。 I -> IIIm/VII -> Vim -



Conducter Staff

開始コードを記入します。
ここでは、I のトニックコードからスタート
します。

コード進行は、 I -> IIIm/VII -> VIm -> Vim/V -> 
IVM7 -> IIIm -> IIm7 -> V7 -> I

です。



Conducter Staff

各小節にコード進行が作成されました。
I -> IIIm/VII -> VIm -> Vim/V -> IVM7 -> IIIm -> 

IIm7 -> V7 -> I

曲の調は、C_Major ですので、
トニックの I は コード名 C Major です。

上記のコード進行をコード名で記載すると

C -> Em/B -> Am -> Am/G -> FM7 -> Em -> 
Dm7 -> G7 -> C

です。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

手順１
Sパートのコピーをします。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

手順１
Sパートのコピーをします。

コピー元に、* 文字
コピー先に、+ 文字
を上書きします。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

手順１
Sパートのコピーをします。

コピー元に、* 文字
コピー先に、+ 文字
を上書きします。

コピー先は複数のパートにしま
した。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

手順１
Sパートのコピーをします。

コピー元に、* 文字
コピー先に、+ 文字
を上書きします。

コピー先は複数のパートにしま
した。

[meb] を実行します。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

Sパートが2つ
コピーされました。

yst_017.meg
yst_018.meg

です。



メイン画面 トップ

パートファイルを開く

Director Link Window
017 をクリック
yst_017.meg 



メイン画面 トップ

パートファイルを開く

Director Link Window
017 をクリック
yst_017.meg 画面



パート・ファイル yst_017.meg

パートファイルを開く

Director Link Window
yst_017.meg 

スクロールした画面

各小節のコード進行は、
コンダクター・パート
からコピーされます。



パート・ファイル yst_017.meg

パートファイルを開く

Director Link Window
yst_017.meg 

次、
ノート行を追加します。

音符を選んでコメントを
はずします。
（先頭カラムを削除）



パート・ファイル yst_017.meg

パートファイルを開く

Director Link Window
yst_017.meg 

次、
ノート行を追加します。

音符を選んでコメントを
はずします。

先頭カラムを削除
o/ を選択します。

[meb/017] を実行します。



パート・ファイル yst_017.meg

パートファイルを開く

Director Link Window
yst_017.meg 

次、
ノート行を追加します。

音符を選んでコメントを
はずします。

先頭カラムを削除
o/ を選択します。

o/ のノート行が生成されます。



パート・ファイル yst_017.meg

パートファイルを開く

Director Link Window
yst_017.meg 

次、
ノート行を追加します。

音符を選んでコメントを
はずします。

先頭カラムを削除
o/ を選択します。

o/ のノート行が生成されます。

ピアノの小節行に変更します。

-s → -m



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

SパートをMパートに変えます。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパー
トファイルが表示されます。



楽曲の楽器設定

ここでは、例として
メイン画面に既に作成済の
S 、R 、Bのパートに加えて
ピアノパートを追加します。

SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mをクリックするとピアノパー
トファイルが表示されます。



ピアノパート小節行の説明

Middle C
上図
-m小節行の * の位置は3で、中央 C ( Middle C) です。
4 はオクターブ上、2はオクターブ下の音の位置を示します。



ノート行コード進行の説明

コード進行
コンダクター・パートのコード進行がパート・ファイルに反
映されます。

上記は、 I → Iim/VII → Vim → Vim/V → IVM7



コードの説明

コード音(Chord note) → ドットの位置



アベイラブル・ノートの説明

アベイラブル・ノート(Available note) → ドットの位置

アベイラブルノートのドット位置設定



アベイラブル・ノートの説明

アベイラブル・ノート(Available note)

xは、アボイド（avoid note）ノートです。
コードノート、アベイラブルノートのドットは、
音符を入力する参考にしてください。
コードによっては、アベイラブルノートの表示をしません。



ピアノパート小節行の説明

-m は、ピアノ用小節行です。
000001 はシーケンス、小節番号です。

-1_____0_____1 __ は、音域になります。
velo は、音符の強さの積値です。
p_Exp は、ペダル、拡張記号に利用します。



ノート行の説明

%93 はゲートタイム（98%)です。o/ は2分音符です。

12.8 は、音符の強さの積値です。
例、ノート値(0 -9)に5を入力した場合 5 x 12.8 = 64
64 はMIDI のベロシティ値 0 -127 の中間になります。



コードの説明

コード音(Chord note) → ドットの位置

ドットの位置の設定



コードの説明

コード・ノート(Chord note) → ドットの位置変更

コードに音符を設定（自動）
コード・ノートに左から右へ数値を割り当て
例、 “5555” 



コードの説明

コードに音符を設定（自動）
> は # シャープ記号と同じに扱います。

矢印の15小節目の和音は、コード E7 でミ ソ# シ レ です。
確認してください。
例にはありませんが、
< は & フラット記号と同じに扱います。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパー
トファイルが表示されます。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパー
トファイルが表示されます。

ファイル名 yst_018.meg
リンク yst_018.html



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパー
トファイルが表示されます。

ファイル名 yst_018.meg
リンク yst_018.html

全音符のノート行を生成します。
（先頭の空白文字を削除）



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパート
ファイルが表示されます。

ファイル名 yst_018.meg
リンク yst_018.html

全音符のノート行が生成されます。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパートファ
イルが表示されます。

ファイル名 yst_018.meg
リンク yst_018.html

全音符のノート行が生成されます。
コードのルートに音を割り当てます。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパートファ
イルが表示されます。

ファイル名 yst_018.meg
リンク yst_018.html

全音符のノート行が生成されます。
コードのルートに音を割り当てます。



メイン画面 トップ

楽曲の楽器設定

ピアノパートを追加します。
SパートをMパートに変えます。

[meb] をクリックします。

Mパートに変わります。
Mをクリックするとピアノパートファ
イルが表示されます。

ファイル名 yst_018.meg
リンク yst_018.html

全音符のノート行が生成されます。
コードのルートに音を割り当てます。
ベロシティ5 x 12.8 = 64 でベース音が
生成されます。



楽曲の楽器設定 ピアノ
左手 右手



楽曲の楽器設定 ピアノ左手 右手



楽曲の楽器設定 ピアノ

yst_017.meg ファイルの楽器が
E_Guiter になっています。
これを、ピアノに変更します。

楽器設定ファイルを開きます。



楽曲の楽器設定 ピアノ

yst_017.meg ファイルの楽器が
E_Guiter になっています。
これを、ピアノに変更します。

楽器設定ファイルを開きます。

ここではピアノを、Port1 Ch 9 
の割り当てを使います。

注、楽器設定ファイルは編集可
能ですがここでは変更しません。



楽曲の楽器設定 ピアノ

yst_017.meg ファイルの楽器が
E_Guiter になっています。
これを、ピアノに変更します。

楽器設定ファイルを開きます。

ここではピアノを、Port1 Ch 9 
の割り当てを使います。

Ch 8  → Ch 9 に変更



楽曲の楽器設定 ピアノ

yst_017.meg ファイルの楽器が
E_Guiter になっています。
これを、ピアノに変更します。

楽器設定ファイルを開きます。

ここではピアノを、Port1 Ch 9 
の割り当てを使います。

Ch 8  → Ch 9 に変更



楽曲の楽器設定 ピアノ

yst_017.meg ファイルの楽器が
E_Guiter になっています。
これを、ピアノに変更します。

楽器設定ファイルを開きます。

ここではピアノを、Port1 Ch 9 
の割り当てを使います。

Ch 8  → Ch 9 に変更

yst_017.meg ファイルの
楽器がピアノに変更されます。



楽曲の楽器設定 ピアノ

yst_017.meg ファイルの楽器が
E_Guiter になっています。
これを、ピアノに変更します。

楽器設定ファイルを開きます。

ここではピアノを、Port1 Ch 9 
の割り当てを使います。

Ch 8  → Ch 9 に変更

yst_017.meg ファイルの
楽器がピアノに変更されます。

[make] ボタンを押すと
コンパイル、リンクが実行され
yst.mid linkが作成されます。



楽曲の楽器設定 ピアノ

yst_017.meg ファイルの楽器が
E_Guiter になっています。
これを、ピアノに変更します。

楽器設定ファイルを開きます。

ここではピアノを、Port1 Ch 9 の
割り当てを使います。

Ch 8  → Ch 9 に変更

yst_017.meg ファイルの
楽器がピアノに変更されます。

[make] ボタンを押すと
コンパイル、リンクが実行され
MIDIファイルのリンクの

実際のファイル名は yst-main.mid 
になります。



楽曲の楽器設定 ピアノ

[make] ボタンを押すと
コンパイル、リンクが実行され
MIDIファイルのリンクの

実際のファイル名は yst-main.mid 
になります。

リンクのクリックで演奏が可能で
す。（MIDIデータの演奏はそれぞ
れの環境で異なります。）

MIDIデータは、SMFですので
ポート情報はありません。



おつかれさまです。

休憩のため一旦終了します。
[Fin] ボタン



終了は[Shutdown] ボタンを押してください。

サーバー本体の電源を落とす場合は、サーバの
ACTIVE/SHUTDOWN ボタンを押してから、
MAIN SW を OFF にして電源を切ってください。



ありがとうございました。
説明が長くなりましたが操作を覚えた後は、
実際の操作は数分で終了可能になります。
お試しください。

2020/04/11
アッピョミュージックスタジオ事務所

URL  https://appyo.jp 


